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産学連携のもとでのデジタル人材育成の取り組み

産 学
連携教育

実践データサイエンティスト育成プログラム

産学連携教育に向けたカリキュラムマッピング産 学
相互理解

東海デジタル人材育成プラットフォーム産 学
超連携教育

• 産業界（社内）と大学がそれぞれに持っている教育体系やスキル表の対応付け
• 学生目線：大学での学びのゴールの明確化
• 産業目線：リスキリング教育の教材発掘，人材スキルの明確化

• データサイエンス技術・知識の展開
• 実践的な学びを演習によって提供

• 実際に企業が抱える課題をデータ分析から解法の提案

• 産学官の連携のもとで，デジタル人材を育成するためのプラットフォーム
• 学 × 学：MDASH 認定関係での連携（教材提供，申請書などのサポート・相談）
• 産学連携：リカレント教育プログラムのカタログ化，ニーズに関する議論の場の提供

本日の
内容
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デジタル人材の育成・確保

デジタル田園都市国家構想より https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digitaldenen/about/digital-resources.html
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IT人材の量・質の不足 è 超大量のIT人材需要

引用：IT人材白書2020/独立行政法人情報処理推進機構社会基盤センター
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実践データサイエンティスト育成プログラム DS program 名大

受講期間 8ヶ月（講義は +1年視聴可能）



6
価値創造のデータサイエンティスト

課題解決に向けた異分野人材との協業マインド
• データを介して，異なる分野の専門家とコミュニケーションし，
課題解決に向けて知識や技術を持ち寄り協業するマインド

ツールの活用スキル
• 適切なデータ処理方法と処理ツールを多くのツールから
「見出す」スキル

実世界データの処理知識
• 汚れたデータや取得条件の異なる少量データの活用方法，
データへのタグ付け方法，プライバシの保護などに関する知識
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プログラムの構成（8ヶ月）

§総時間100時間超
§選択的に受講講義（全期間）

§データ科学基礎
§数理科学基礎
§プロジェクトマネジメント
§データツール（基礎，応用）
§機械学習・パターン認識

数理的・技術的な科目

§実世界データ処理学
§ドメイン数理知識

応用事例に関する科目

課題提供組織（企業や自治体）から提供
された課題に対し，社会人と学生が混成チームに分
かれて課題解決に向けたグループワークを実施

実世界データ演習（後半 3ヶ月）

浅井農園
画像解析によるトマトの花質と育成関係性

ベネッセコーポレーション
自ら学ぶ力が伸びる学習方法に関する研究

セイノー情報サービス
物流データ分析，Al 配車による業務平準化

オリコン
顧客満足度調査に関する分析

スガキコシステムズ
ウイズコロナにおける出店立地の模索および
追加投資店舗の選定

桑名市
ポストコロナ・ウイズコロナ時代における公
共交通の課題解決に向けて

岡谷鋼機
亜鉛メッキ製造工程における良品条件の解析

日東エフシー
化成肥料の生産効率改善

三井住友銀行
個人顧客の外貨売買にかかる属性相場の特徴
分析

etc.

過去の課題例

※赤字は社会人必修（20時間程度）
※講義は修了後1年間視聴可



8
実践データサイエンティスト育成プログラム DS program 名大

• プログラム履修生 ：50万円
• 講義履修生 (講義のみ)：20万円
※ 大学院生は学内教育の一環として無料

• 履修証明プログラム・オープンバッジ
• 文科省「職業実践力育成プログラム (BP)」
• 厚労省「専門実践教育訓練」給付金制度
• 毎年10名前後の応募あり

受講形態・価格設定 関連制度
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社会人受講生の継続的な増加

述べ400名超の受講者 2期開始



参加者の声（ニュースレター D3 > https://www.mds.nagoya-u.ac.jp/newsletter）

名古屋大学 大学院情報学研究科 数理情報学専攻 株式会社バッファロー
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課題提供組織の声（ニュースレター D3 > https://www.mds.nagoya-u.ac.jp/newsletter）

スガキコシステムズ株式会社 日東エフシー株式会社
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見えてきた効果と課題

• 社内教育としての定着利用
• 一部企業では，毎年数名を社内教育
の一環として受講させている

• QTA（Qualified TA;
博士後期学生）の成長
• 講義の質問対応
è 教育者としての資質の成長

• グループワークの補助
è マネージメントスキルの成長

• 課題提供のハードル
• 会社のデータや課題，ノウハウを 

NDA があっても外に出すのが大変
• 課題提供組織の継続的な発掘
• 上記ハードルもあり，課題提供への
応募は多くなく，営業努力によって
達成してきている

効果 課題
12
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プログラムの展開

【狙い】
製造業など
DS の普及し
にくい企業の
活性化

【強み】
自動運転など
の交通に関わ
る研究や知識
の蓄積 
(GREMO, TMI 
など)

【狙い】
•データを社外
に出さずに 
DS 教育のニ
ーズに応える
•普及阻害要因
への対処

【強み】
プログラムの
積み重ねた
知見の活用

地域産業（モビリティ分野）への特化 企業の社内教育への特化



東海デジタル人材育成プラットフォーム
東海地域のデジタル人材育成を加速するための施策を検討・実施

• 学 x 学：教材の共有やカリキュラム
組成に関する情報共有（MDASH認定
（下図）や新カリ対応など）

https://www.mds.nagoya-u.ac.jp/block-tokai

https://www.mds.nagoya-u.ac.jp/block-tokai https://www.tdtc-pf.org/catalog

• 産 x 学：リカレント教育プログラム
を初めとする産学連携での人材育成の
需要や方法について議論
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できたと思っていること，できてないと思っていること

• 継続的に自走可能なリカレント
教育プログラムの構築
• 収入源が心もとないので要強化

• 需要にあったプログラムの展開
• 実績不足なので今後の実践次第
• 今後も技術発展や社会変化に
応じたプログラムの開発は必要
• 生成 AI 関係など

• 他大学への展開（受講生への費
用負荷や運用コストに課題）
• 教育範囲の拡大（中小企業など 
DX 需要に届けられていない）
• 教育効果の検証・可視化：追跡
調査の困難性

できたと思っていること できていないと思っていること
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